
「天気」編集委員会から当初相談を受けた原稿は，

「台風もどき」であった．しかしこれは私の知る限り

では気象学の専門用語と認められているものではない

ので「天気」には適切ではなさそうだ．

「台風もどき」が最近話題になったのは，2012年４

月２-３日に日本海で急発達した低気圧の際のようで

ある．この低気圧は朝鮮半島から北東進する際に急発

達し，中心気圧が３日21時（日本時）までの24時間に

42hPa低下して日本海で964hPaとなり（気象庁天

気図による），日本の広い範囲に暴風をもたらした．

このような特徴をとらえて主に非専門家の間で「台風

もどき」と呼ばれたものと思われる．

ただし，この低気圧は単に「中心気圧が低く強風が

吹いた」ことだけでなくそれを起こした構造にも台風

に類似した特徴があったと考えられる．それは中心に

暖気核を持っていたことで，このような温度構造だと

温度風の関係により低気圧性循環は上層より下層の方

が強くなる．加藤ほか（2012）はHart（2003）の低

気圧位相空間（北畠 2011）においてこの低気圧が当

初は温帯低気圧に特徴的な寒気核・非対称構造だった

のが発達するにつれて暖気核構造に変化したことを示

した．なお，ここでの寒気核構造とは，アメリカ気象

学会の用語集（Huschke 1959；Glickman 2000）の

“cold low”の項などに基づくもので，温度風の関係

により上層ほど風が強いことを指し，上層切離低気圧

である必要はない．この定義では，偏西風ジェット気

流の近傍で発生・発達する温帯低気圧は基本的に寒気

核構造ということになる．

温帯低気圧が暖気核を持って急発達する事例は，

1978年９月に大西洋で急発達したいわゆるQE-II
 

stormのころ以降に特に着目されるようになった．

Gyakum（1983）によるこの低気圧の解析は，陸上の

気象官署や船舶の観測による従来型の観測に加え，商

業航空路線による上部対流圏の風観測データも使用し

て，温度風の関係から，発達した前線性の低気圧が中

心付近で層厚の大きい暖気核構造を持っていたことを

示したものである．Gyakumはこの低気圧が衛星画

像で眼のような構造がとらえられていたこと，また発

達に潜熱加熱の寄与があったと考えられることで，傾

圧帯で発生・発達した温帯低気圧ではあるが熱帯低気

圧に類似していたことを強調した．

これと前後して，傾圧帯での前線性の低気圧に関す

る数値実験でも，従来のノルウェー学派の低気圧モデ

ルと異なる変化がみられることの説明が求められてい

た．古典的閉塞としては温暖前線に寒冷前線が追いつ

いて低気圧中心が下層寒気で覆われると説明されてい

たが，理想的な状態での数値シミュレーションではそ

れとはやや異なり，寒冷前線が低気圧中心から離れた

位置で強化され，低気圧中心付近は周辺を寒気で取り

囲まれるが相対的な暖気が残るような構造が指摘され

ていたものである（中村・高薮（1997）を参照）．

1980年代には北米周辺の大西洋やアラスカ沖で前線

性の低気圧やポーラーロウを対象とした特別観測プロ

ジェクトがいくつか実施された．Shapiro and
 

Keyser（1990）はそれらのプロジェクトの観測事例

いくつかを速報的に紹介し，前線性の低気圧として発

達した後に最盛期に中心にメソスケール（数百km）

の暖気核を持つものが存在すること，その暖気核は対

流圏下層に限定された背が低い（shallow）ものであ

ること，暖気核はもとの暖域の空気よりは低温で，低

気圧中心が寒気側へ進むにつれてさらなる寒気に取り

囲まれて隔離（seclusion）されることによって相対
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的な暖気核になることを示した．これらの特徴は，台

風の暖気核が対流圏上層で気温偏差最大となる背の高

いものである点や，台風の暖気核が熱帯気団内で潜熱

解放によりさらに加熱されることで生成する点とは異

なる．日本で「台風もどき」として話題になった2012

年４月の低気圧の特徴もこれらと共通すると考えられ

るため，本稿のタイトルを「暖気核隔離の低気圧」と

したものである．

傾圧帯の低気圧が下層の擾乱と上層の擾乱（トラ

フ）との相互作用で発達する（Hoskins et al.1985）

ことはよく知られており，観測された低気圧の急発達

のシミュレーションを断熱で行ってもある程度の発達

が再現されることがある（例えばReed et al.1994）

ことから，このような低気圧の発達に関して上層擾乱

の重要性がまず指摘される．上述の加藤ほか（2012）

による日本海の低気圧のシミュレーションで水蒸気を

含まない場合でも21hPa/24時間の中心気圧低下が生

じたことも，それと矛盾しない．このような点は台風

とは異なる．一方，下層で強風が吹く構造は，低気圧

中心で下層に高渦位空気が存在すると特に強められ

る．このような下層の高渦位は，台風と同様，潜熱解

放に伴う加熱により中上層渦位の減少と下層渦位の増

大という渦位の再配置によって生じうる．ただしそれ

が傾圧帯で起こると，既存の擾乱の東側で暖湿空気が

流入することにより下層高渦位が生成され続けること

になる．このような高渦位擾乱はdiabatic Rossby
 

vortex（Moore and Montgomery2004）と呼ばれ，

それと上層擾乱との相互作用が傾圧帯の低気圧の発達

に寄与することが考えられる．

ところで，温帯低気圧に関して暖気の隔離（seclu-

sion）という言葉を使うことは以前からあり，アメリ

カ気象学会の用語集（Huschke 1959；Glickman

2000）では“seclusion”の項に「閉塞の特殊な事例．

閉塞の過程で，低気圧中心から離れた位置で寒冷前

線が温暖前線に追いついて，暖気が寒気に完全に取

り囲まれる．」のような説明がある．これに対して

Shapiro and Keyser（1990）ではノルウェー学派の

古典的低気圧モデルとは異なる低気圧モデルとして暖

気核隔離などの特徴を強調したモデルを提案したよう

にも見える．しかしこれらの低気圧モデルの差異は現

在では暖気核隔離の有無より大規模場による前線の変

形の差異として説明されることが多い（北畠（2005）

も参照）．例えばShapiro et al.（1999）ではいくつ

かの研究を引用して，大規模流に順圧シアのない場

合（低気圧が上層ジェット近傍にある場合）はLC1

（life cycle１）として温暖前線と寒冷前線が直交する

Tボーン形，低気圧性シアの場合（低気圧がポー

ラージェットの極側に位置する場合）はLC2として

閉塞点付近で暖域が狭くなるノルウェー学派の閉塞，

高気圧性シアの場合（低気圧がポーラージェットの赤

道側に位置する場合）はLC3として閉塞しないと説

明したうえで，LC2の例として暖気核隔離の観測事例

を示している．これらのことは，暖気核隔離がT

ボーン構造の際に限って生じるわけではないことも示

している．

暖気核隔離の低気圧の防災上の問題としては，暖気

核に伴い地上の広範囲で強風が吹くことに加え，低気

圧西側のいわゆるベントバック前線近傍で“sting
 

jet”と呼ばれる強風の災害が指摘されている（例え

ばBrowning 2004．stingはサソリの尾の毒針を指

す）．これは低気圧西側からの乾燥空気の流入によっ

てベントバック前線付近の降水が蒸発し空気が冷却さ

れたことで生じる強風と考えられている．強風分布の

このような非対称性は「台風もどき」といえども典型

的な台風とは大きく異なる．このような点にも注意が

必要である．
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